
比重が設計条件（計器）の値から変化した時の補正係数式は�

〈例題1〉　計器（設計）１０％エチルアルコール１５℃�

　　　　　実際の使用が９０％エチルアルコール１５℃�

　　　　　浮子の材質＝SUS３０４、d＝７.９２の流量係数を�

　　　　　求めると�

　　　　　１０％アルコールのd（比重）＝０.９８５７�

　　　　　９０％アルコールの      d＝０.８３３２�

となり、流量Q1＝Q0Cとなる。�

（Q0は流量指示値）Q1＝１.０９９Q0となる。�

設計時の流体密度・圧力・温度が、設計条件から変化した時の補�

正係数式は、�

〈例題２〉　計器注記（設計値）がP ＝０.１MPa・atg、T＝２０℃、流体�

　　　　　AIRで、実際に使用するPが０.２MPa・atg、T＝３０℃�

　　　　　とすれば補正係数はいくらになるか、P・T・は絶対圧・�

　　　　　絶対温度に換算すると�

となり、流量Q1＝Q0Cとなるから　Q1＝１.２０３Q0と�

なる。�

乾燥気味の設計の設計時の流体密度・圧力・温度（において、湿�

り気体の密度、圧力、温度）および相対湿度が設計条件から変化�

した時の乾燥基準状態における補正係数式は、�

ここに�

〈例題３〉　計器（設計値）がP＝０.０５MPa・atg、T＝２０℃の乾燥空�

　　　　　気で実際に使用する湿り空気P＝０.２MPa・atg、T＝３０℃、�

　　　　　相対湿度５０％とすれば補正係数はいくらになるか。�

（4）式より�

（5）式より�

（3）式により補正係数を求めると�

となり、流量Q1＝Q0Cとなるから、Q1＝１.３８２４Q0となる。�

補正係数の計算�

● 記号説明�

C＝�
r0（W－r1）�
r1（W－r0）�

（1）�

（2）�

（3）�

（4）�

（5）�

r0＝１.２９２８×�
｛（０.１０１３＋０.０５）－（０×０）｝×２７３.２�

０.１０１３×（２７３.２＋２０）×1

＋（０×０）＝１.７９９２�

r1＝１.２９２８×�
｛（０.１０１３＋０.２）－（０.０５×０.０４３２５）｝×２７３.２�

０.１０１３×（２７３.２＋２０）×1

＋（０.０５×０.０３０３７）＝３.４４１４�

液体の場合�
�

気体の場合�

湿り気体の場合�

：浮子の密度�

：設計時の密度又は比重（流体）�

：使用時の密度又は比重（流体）�

：設計時の水蒸気密度�

：使用時の水蒸気密度�

：設計時の気体の乾燥基準状態の密度�

：使用気体の乾燥基準状態の密度�

W�
r０�
r1�
rD０�
rD1�
rN０�
rN1

：設計時の圧力（０.１０１３MPa）（1atm）�

：使用時の圧力（絶対圧）�

：設計時の水蒸気の飽和圧力�

：使用時の水蒸気の飽和圧力�

：基準状態の絶対圧力（０.１０１３MPa）（1atm）�

：設計時の絶対温度２７３.２℃�

：使用時に於ける絶対温度�

P０�
P1�
PD０�
PD1�
PN�
T０�
T1

：基準状態の絶対温度（絶対温度２７３.２℃）�

：設計時の相対湿度（相対湿度 １００％の時　0＝1）�

：使用時に於ける相対湿度�

：設計基準目盛（計器目盛）�

：使用条件下の実流量�

：設計時の圧縮係数�

：使用時の圧縮係数�

TN�
　０�
　1�
Q０�
Q1�
K０�
K1

C＝　　　　　　　　　　　　　  ＝１.０９９�
０.９８５７（７.９２－０.８３３２）�
０.８３３２（７.９２－０.９８５７）�

C＝�
r0×P1×T0�
r1×P0×T1

C＝　　　　　　　　　　　　　  　　　＝１.２０３�
（０.１０１３＋０.２）×（２７３.２＋２０）�
（０.１０１３＋０.１）×（２７３.２＋３０）�

C＝　　　　　　 ×�
１.７９９２�
３.４４１４�

（０.１０１３＋０.２）－（０.０５×０.０４３２５）�
（０.１０１３＋０.０５）－（０×０）�

×　　　　　　　×　 ＝１.３８２４�
（２７３.２＋２０）�
（２７３.２＋３０）�

1�
1

}
C＝　　　・            　　・      ・�

r0�
r1

P1－　1PD1�
P0－　0PD0

T0�
T1

K0�
K1

r0＝rN0   ×　　　　　　　　　      ＋　0rDO（P0－　0PDO）TN�
PN  T0  K1

r1＝rN   ×　　　　　　　　　      ＋　1rD1（P1－　1PD1）TN�
PN  T1  K1

日本特殊計器製作所�

技術資料 …�9


